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【2】取引先利用（ブラウザ）

【3】社員テレワーク利用（ブラウザ）

【4】不特定多数利用（ブラウザ）

【1】スマホ、ハンディ端末利用（スマホアプリ）

【5】社員統合業務利用（デスクトップアプリ）
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HTTP I/FWEB認証

業務ロジック

表示プログラム

表示プログラム
HTML

JavaScript

独自認証

認可
（役割）
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スマホアプリ

ローカル側 クラウド側（認証・認可）

・利用形態として【1】から【4】までを意識しています
・利用デバイスは、WindowsPC、スマホ、ハンディ端末
・利用方法は、デスクトップ、ブラウザ、Android・iOS

サーバから自動配
布されます。

・.Netで実装しています。
・OpenIDなどの標準プロトコルにも対応可能です。
・多要素認証対応。
・各種ポリシー対応（パスワード文字数、文字種類、
試行回数制限など）。 ・WCF、RESTなどの

プロトコルを利用して
業務ロジックを共通
化・再利用していま
す。

クラウド側（基幹業務ロジック）

＊利用形態の違いを超えて業務ロジックは発展しています。
・同じ業務部品、同じデータを利用しています。
・プロダクトライン開発（部品化、再利用）を指向しています。
・同じマスタ、トランザクションデータを使います。

・デスクトップアプリの認証・認可は独自仕様です。
・端末ID制限、IPアドレス制限、役割制限が可能です。
・ブラウザ利用の認証・認可は、標準プロトコルにも対応可能です。
・スマホアプリは、Entra 認証を用いています。

高度な認証
利用環境、利用対象
（【1】から【5】）が違っ
ても、同じ業務を遂行す
る必要がある。

利用形態に関係なく、
同じ業務機能、同じデ
ータを使う！

・Azure、
Microsoft365と同
じ認証です。

業務ロジックは、【1】
から【5】の利用形態
に関わらず、再利用
を推進しています。

■利用形態と認証・認可と業務ロジック・DBの共通化
2024.08.05
株式会社オンネット・システムズ

利用する場所を特定する事
で、セキュリティを確保してい
ます。
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